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雨
者
た
ら
ん
こ
と
で
あ
る
。
と
の
意
味
で
、
「
見
祇
希
」
と
か
「
識
言
帝
」

と
か
呼
ん
だ
ら
彼
に
一
番
よ
く
術
は
ま
る
だ
ら
う
。

コ
ル
ベ
ン
ハ
イ
エ
ル
の
作
舶
、
例
へ
ば
、
庵
女
作
「
ジ
オ
ル
ダ
ァ
ー
ノ

ー
・
プ
ル
ノ
ー
」
ｌ
こ
れ
は
後
で
、
「
英
雄
的
熱
燗
」
と
改
趣
さ
れ
た
ｌ

や
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
自
矧
經
路
を
描
い
た
小
説
「
耐
の
愛
」
及
び
三
部
か
ら

成
る
長
鮪
小
・
醜
心
「
バ
ラ
ッ
ェ
ル
ス
ス
」
や
「
グ
レ
》
一
計
Ｉ
ル
と
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
」
等
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
プ
ル
ノ
ー
や
バ
ラ
ッ
ェ
ル
ス
ス
、
ス

ビ
ノ
ー
ザ
や
グ
レ
ゴ
ォ
ー
ル
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
等
で
，
こ
れ
等
の
人
走
は
い
づ

れ
も
Ｄ
十
六
惟
粁
、
十
七
肚
祀
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
が
、
コ
ン
ベ
ン
ハ
イ

エ
ル
は
、
か
Ｌ
る
一
昨
代
の
代
表
人
物
を
棚
に
と
っ
て
も
自
己
主
狼
を
し
て

來
た
の
で
は
な
く
、
雁
史
の
經
過
の
中
に
あ
っ
て
、
自
己
の
役
制
を
湖
じ
、

そ
の
悲
劇
的
な
迩
命
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
こ
れ
等
の
大
人
物
に
於
て
、
彼
が

看
取
し
た
も
の
は
、
人
聞
的
な
出
來
事
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
彼
は

そ
の
作
鮎
の
主
人
公
を
粥
に
イ
デ
ー
の
代
表
者
、
ま
た
形
叩
上
學
的
な
原
理

の
岱
行
帝
と
鯉
て
ゐ
る
。
元
来
、
彼
の
思
惟
の
鯉
抵
を
ゐ
な
し
て
ゐ
る
も
の

は
、
そ
の
生
物
學
的
研
究
の
基
礎
の
上
に
立
つ
、
生
物
的
有
擬
的
な
も
の
と

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
と
の
黙
か
ら
彼
は
、
自
我
主
眼
を
な
す
卿
念
諭
を
排
し
ｂ

概
念
や
目
慨
や
反
省
は
、
＄
生
物
的
有
磯
的
な
も
の
Ｌ
從
踊
的
磯
能
と
な
し
、

文
化
を
自
然
的
な
生
の
法
則
に
よ
っ
て
説
助
せ
ん
と
努
め
て
ゐ
る
Ｏ
か
足
る

見
地
か
ら
彼
崎
獺
迎
の
辿
去
仏
お
り
る
世
昇
”
的
な
諸
坐
柔
を
、
現
代
猫

迎
の
感
肺
と
髄
騨
い
ま
で
引
己
戻
す
こ
と
を
自
己
の
使
命
と
し
て
努
〃
し
っ

回
け
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
コ
ル
ベ
ン
ハ
イ
エ
ル
が
、
現
代
ド
イ

ツ
の
文
化
推
岐
の
上
に
、
不
川
触
の
一
要
素
を
な
し
て
ゐ
る
仁
と
は
、
ゲ
ー

テ
堂
し
狸
果
が
雄
辮
卜
と
れ
を
物
詰
っ
て
ゐ
る
》
（
巨
①
腎
匡
①
巨
局
旨
｛
二
』
．

に
擦
る
。
松
本
副
手
）
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九
州
帝
国
大
聖
法
文
學
郭
女
学
關
係
露
義
題
目
（
昭
和
十
二
年
節
一
學
期
）

國
語
學

講
義
団
語
学
概
論
春
日
教
授

國
文
學

講
義
平
髪
朝
丈
學
史
概
論
同

菰
智
堺
本
枕
政
子
同

講
炎
中
憧
後
期
文
皐
思
想
小
島
助
教
授

演
雷
近
松
浄
端
璃
同

波
智
芭
撫
連
句
（
猿
簔
）
同

英
文
學

「
テ
ム
ペ
ス
ト
」
研
究

佛
交
學

ミ
ュ
ッ
セ
の
堆
活
と
露
術
に
就
て

九
州
帝
国
大
學
法
文
単
郭
交
畢
關
係
墨
科
華
業
論
文
題
目

（
昭
和
十
二
年
十
月
）
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栞

一
○
二
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二
四
○
○
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寺
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渦 亭 川 蔬
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天
の
川

英
語
研
究

英
語
背
年

雷
雌
學
協
會
画
報

カ
ス
タ
一
一
エ
ン

言
語
（
四
靴
）

言
語
間
題木

文
化
方
言

ホ
ト
ナ
ム

水
翌

立
命
館
丈
學

．
ト
バ

剛
丈
學
政

岡
語
運
励

心
の
花

岡
語
研
究

剛
語
・
岡
丈

典
報受

贈
雑
誌

（
天
の
川
發
行
所
）

（
研
究
就
）

（
英
語
背
年
赴
〉

（
日
本
音
雛
畢
協
仰
）

（
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
發
行
所
〆

〔
東
北
宿
大
言
語
學
講
話
街
）

（
言
語
問
題
座
識
向
）

「
い
ず戸
１
木
の
町
）

（
東
北
帝
大
女
科
會
）

（
春
陽
唯
）

（
ボ
ト
ナ
ム
溌
行
牡
）

（
水
蝿
耐
）

・
立
‐
命
館
出
版
部
）

（
．
ト
パ
の
衝
）

（
謄
島
文
理
大
鯛
藷
叫
文
學
曾
）

（
団
語
協
會
）
・

（
竹
柏
會
出
版
部
）

（
岡
語
學
研
究
曾
）

（
星
野
書
院
）

i
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|:11物迦叫大語
教
室
丈
畢
文
學
女
畢
丈
學
（
刺
刊
號
）

一
○
四
（
二
四
○
二
）

（
丈
駆
肚
）

（
塔
大
丈
駆
編
輯
部
）

（
中
國
文
躯
研
究
含
）

（
亜
京
帝
大
猫
逸
文
學
研
究
含
）

（
白
日
吐
》

（
北
京
近
代
科
畢
岡
排
舘
）




